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１. はじめに 

インド特許庁は、コルカタを本庁とし、ニューデリー、チェンナイ、及びムンバイの

３庁を支庁として有しています。本庁のコルカタは、インド特許庁の本部として、全体

管理を果たす役割を有していますが、審査および審判の実務等については、４庁が独立

して処理しています。 

 

 インド特許庁は、最近の特許出願の増加（年間約 5万件）、特許出願の未審査滞貨、

審査における品質の低下、審査期間の長期化等の問題の解決に取り組んできました。た

とえば、審査の品質について、４庁間で審査官を移動させることによって均一化を図っ

たり、審査官数を増加させたりしています。 

 

 このような状況下で、インド特許出願において Office Actions の発行件数に変化が

起こりつつあります。Office Actionsの発行件数に見られる最近の傾向について以下に

説明します。 
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